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Ⅳ
『
挨
穴
法
』
「
挨
穴
明
弁
」
に
つ
い
て

日
本
近
世
の
経
穴
学
に
は
、
当
時
標
準
の
十
四
経
理
論
の
祖

述
を
旨
と
す
る
も
の
以
外
に
、
わ
が
国
独
自
の
展
開
が
行
わ
れ

た
系
列
が
あ
る
。
特
に
饗
庭
東
庵
ｌ
味
岡
三
伯
の
系
統
に
出
た

経
穴
理
論
が
、
江
戸
中
期
後
半
以
降
の
経
穴
学
に
与
え
た
影
響

は
大
き
い
。
こ
の
系
統
の
一
連
の
経
穴
研
究
の
う
ち
、
饗
庭
東

庵
の
『
経
脈
発
揮
」
や
堀
元
厚
の
「
燧
輸
通
孜
」
は
考
証
的
色

彩
が
強
く
、
江
戸
後
期
の
考
証
学
的
経
穴
研
究
の
先
駆
と
な
っ

た
。
他
方
、
味
岡
三
伯
の
作
と
さ
れ
る
「
医
学
至
要
抄
」
や
堀

元
昌
の
「
挨
穴
法
」
『
挨
穴
明
弁
」
は
、
実
践
的
な
経
穴
学
の
構

築
に
よ
り
、
以
後
の
経
穴
学
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

『
挨
穴
法
」
と
『
挨
穴
明
弁
」
は
い
ず
れ
も
、
堀
元
昌
（
一
七

二
五
～
一
七
六
三
の
経
穴
部
位
に
関
す
る
口
授
を
門
人
が
書

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
堀
元
昌
は
堀
元
厚
の
嗣
子
で
、
名
は
貞

明
、
字
は
元
昌
、
号
を
廻
潤
と
い
い
、
居
室
を
淵
々
堂
と
称
し
、

田
中
利
江
子
・
橋
本
典
子
・
山
崎
陽
子

日
本
鍼
灸
研
究
会

京
の
四
条
に
住
ん
だ
が
、
医
系
は
そ
の
子
・
元
徳
の
代
で
絶
え

た
と
い
う
。
書
題
の
「
挨
穴
」
と
は
、
経
穴
を
意
味
す
る
堀
元

昌
独
特
の
用
語
で
、
堀
元
昌
以
降
の
、
「
挨
穴
」
の
語
を
冠
し
た

多
く
の
経
穴
書
は
、
な
に
が
し
か
、
堀
元
昌
あ
る
い
は
堀
流
経

穴
学
の
影
響
下
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
堀
元
昌
の
経
穴
理
論
の

特
徴
は
、
先
ず
「
挨
穴
尺
寸
法
」
と
題
す
る
、
十
三
箇
条
の
独

自
の
骨
度
法
を
定
め
、
そ
の
準
則
に
基
づ
い
て
各
経
穴
の
位
置

を
述
べ
る
こ
と
に
あ
る
。

『
挨
穴
法
」
は
、
森
枳
園
旧
蔵
に
か
か
る
書
写
年
未
詳
の
写
本

上
下
二
冊
が
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
（
函
架
番

号
ァ
・
六
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
『
挨
穴
明
弁
」
は
幾

つ
か
の
写
本
が
伝
存
す
る
が
、
前
記
『
挨
穴
法
』
と
比
較
す
る

と
、
構
成
や
解
説
内
容
は
類
似
す
る
も
の
の
、
個
々
の
経
穴
の

解
説
文
や
巻
末
部
分
そ
の
他
に
、
大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
「
挨
穴
法
」
と
『
挨
穴
明
弁
」
の
相
互
関
係
と
成
書
年

の
考
察
を
目
的
と
し
て
、
両
書
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
内
容
を

検
討
し
た
。
『
挨
穴
法
」
は
前
記
富
士
川
本
を
、
ま
た
「
挨
穴
明

弁
」
は
唯
一
影
印
の
あ
る
京
大
富
士
川
本
（
函
架
番
号
ア
・
五

○
）
を
使
用
し
た
が
、
後
者
に
は
誤
脱
が
多
い
た
め
、
平
出
氏
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旧
蔵
本
を
参
照
し
て
補
訂
し
た
。

①
構
成
両
書
と
も
督
脈
・
任
脈
・
手
太
陰
～
足
厭
陰
の
順

に
、
所
属
経
穴
を
解
説
す
る
が
、
巻
末
は
全
く
異
な
り
、
『
挨
穴

明
弁
」
は
四
花
患
門
穴
を
、
『
挨
穴
法
」
は
禁
鍼
灸
穴
を
論
ず
る
。

ま
た
『
挨
穴
明
弁
」
は
乳
根
と
風
市
の
項
を
欠
く
が
、
『
挨
穴
法
」

に
は
存
在
す
る
。
更
に
『
挨
穴
明
弁
」
で
は
膳
中
、
上
関
の
両

穴
名
は
、
『
挨
穴
法
」
で
は
神
關
、
客
主
人
と
す
る
。
こ
の
ほ
か

胆
経
（
頭
部
）
・
腎
経
（
踵
部
）
の
経
穴
の
記
載
順
序
に
相
違

が
見
ら
れ
る
。

②
書
式
体
例
一
挨
穴
明
弁
」
は
全
文
和
文
で
書
か
れ
て
い

る
。
『
挨
穴
法
」
は
先
ず
一
十
四
経
発
揮
」
記
載
の
取
穴
部
位
を

漢
文
で
引
き
、
次
い
で
和
文
で
解
説
を
加
え
る
が
、
漢
籍
鍼
灸

書
を
引
く
場
合
そ
の
他
、
し
ば
し
ば
漢
文
を
交
え
る
。
各
穴
の

解
説
で
は
、
『
挨
穴
明
弁
」
で
は
禁
鍼
灸
穴
で
あ
る
場
合
、
先
ず

そ
れ
を
載
せ
る
が
、
「
挨
穴
法
』
で
は
巻
末
に
一
括
し
て
い
る
。

解
説
は
、
そ
の
内
容
自
体
は
大
略
一
致
す
る
も
、
文
章
に
は
大

き
な
異
同
が
あ
る
。
全
体
的
な
印
象
で
は
「
挨
穴
明
弁
」
は
古

典
の
引
用
な
ど
も
少
な
く
、
表
現
も
簡
略
か
つ
実
用
的
で
あ
る

の
に
対
し
、
「
挨
穴
法
」
は
『
甲
乙
経
」
『
千
金
方
」
か
ら
『
医

学
入
門
」
に
至
る
広
範
囲
な
古
典
を
引
用
し
、
よ
り
考
証
的
な

記
述
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
経
穴
に
よ
っ
て
は
「
挨
穴
明
弁
」

の
方
が
詳
し
い
場
合
も
あ
る
。
経
穴
図
は
「
挨
穴
明
弁
」
で
は

経
文
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
挨
穴
法
」
で
は
天
頭
に
あ
り
、

図
が
相
違
し
た
り
、
図
が
無
い
場
合
も
あ
る
。

③
成
書
年
代
平
出
氏
旧
蔵
本
『
挨
穴
明
弁
」
の
巻
末
の
記

載
に
よ
れ
ば
、
そ
の
成
立
は
堀
元
昌
生
前
の
一
七
五
八
（
宝
暦

八
）
年
、
又
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
。
他
方
、
「
挨
穴
法
」
は
、
上

冊
の
陶
道
穴
の
注
に
よ
る
と
、
元
昌
の
嗣
子
・
元
徳
以
降
、
即

ち
一
七
六
二
（
宝
暦
一
二
）
年
以
降
の
成
立
で
あ
る
。
以
上

の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
元
昌
晩
年
に
門
人
が
『
挨
穴
明
弁
」

を
編
み
、
元
昌
没
後
に
そ
れ
を
更
に
増
補
改
訂
し
て
『
挨
穴
法
」

が
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
『
挨
穴
法
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
牧
九
腕
〔
授
〕
一
挨
穴
法
」
の
調
査

を
通
じ
、
更
に
検
討
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。


